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(57)【要約】
　本発明は、水族館の上端部の両側の周縁にそれぞれ着
脱自在に固定されるブラケットと、前記ブラケットにそ
れぞれ両端部が着脱自在に結合され、前記水族館の上端
部の一方の周縁の前記ブラケットと前記水族館の上端部
の他方の周縁の前記ブラケットとの間の距離に対応して
選択的に取り付け可能な一対の据置棒と、少なくとも一
つ以上のＬＥＤが実装される発光モジュールを有し、前
記一対の据置棒に沿って位置が調整可能なように着脱自
在に結合される少なくとも一つ以上の照明アセンブリと
、を備えることを特徴として、水族館の大きさを問わず
に様々な設置条件に対応して取り付け易く、しかも、水
族館の内部の生育環境に役立つ水族館用ＬＥＤランプ装
置に関するものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水族館の上端部の両側の周縁にそれぞれ着脱自在に固定されるブラケットと、
　前記ブラケットにそれぞれ両端部が着脱自在に結合され、前記水族館の上端部の一方の
周縁の前記ブラケットと前記水族館の上端部の他方の周縁の前記ブラケットとの間の距離
に対応して選択的に取り付け可能な一対の据置棒と、
　少なくとも一つ以上のＬＥＤが実装される発光モジュールを有し、前記一対の据置棒に
沿って位置が調整可能なように着脱自在に結合される少なくとも一つ以上の照明アセンブ
リと、
　を備えることを特徴とする水族館用ＬＥＤランプ装置。
【請求項２】
　前記照明アセンブリは、
　透明または半透明な材質の光学カバーと、
　前記光学カバーが取り付けられ、前記光学カバーと対面する前記発光モジュールが収容
されるハウジングと、
　導体である前記一対の据置棒に着脱可能なように弾性変形を許容し、前記ハウジングの
底面の両側の周縁にそれぞれ少なくとも一つ以上設けられる締付けクランプと、
　を備え、
　前記発光モジュールは、前記一対の据置棒と電気的に接続されることを特徴とする請求
項１に記載の水族館用ＬＥＤランプ装置。
【請求項３】
　前記発光モジュールは、
　前記照明アセンブリに組み込まれ、前記ＬＥＤが実装される基板と、
　前記基板の片側または両側の周縁に設けられて前記ＬＥＤと電気的に接続され、導体で
ある前記据置棒と電気的に接触して接続される接触端子と、
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の水族館用ＬＥＤランプ装置。
【請求項４】
　前記発光モジュールは、
　前記照明アセンブリに組み込まれ、前記ＬＥＤが実装される基板と、
　前記基板の片側または両側の周縁に設けられて前記ＬＥＤと電気的に接続され、前記照
明アセンブリと隣り合う照明アセンブリの発光モジュールを電気的に互いに接続するため
の一対のコネクタと、
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の水族館用ＬＥＤランプ装置。
【請求項５】
　前記一対のコネクタは、前記基板の全ての周縁に沿って設けられることを特徴とする請
求項４に記載の水族館用ＬＥＤランプ装置。
【請求項６】
　前記水族館用ＬＥＤランプ装置は、
　前記ブラケットに設けられて前記照明アセンブリと電気的に接続され、前記ＬＥＤに電
源を供給し、前記ＬＥＤの点灯及び消灯を制御するコントローラと、
　前記一対の据置棒に沿って結合された複数の前記照明アセンブリのそれぞれに設けられ
、複数の前記照明アセンブリのそれぞれの電源を前記コントローラから個別的に断続する
オンオフスイッチと、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の水族館用ＬＥＤランプ装置。
【請求項７】
　前記発光モジュールは、
　前記基板に実装されるブリッジダイオードを有する無極性ブリッジ回路部をさらに備え
、
　導体である前記一対の据置棒のうちの一方は正極であり、且つ、他方は負極であること
を特徴とする請求項１に記載の水族館用ＬＥＤランプ装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、水族館用ＬＥＤ（発光ダイオード：light-emitting diode）ランプ装置に係
り、さらに詳しくは、水族館の大きさを問わずに様々な設置条件に対応して取り付け易く
、しかも、水族館の内部の生育環境に役立つ水族館用ＬＥＤランプ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＬＥＤ、有機発光ダイオード、レーザーダイオード、有機電界発光ダイオードなど光源
を用いる光半導体は、百熱灯や蛍光灯などに比べて電力の消耗量が少ないながらも、使用
寿命が長く、耐久性にも優れていることはもとより、消費電力に比べて他の照明装置より
もはるかに高い輝度を有することから、最近、照明用のものとして脚光を浴びている部品
の一つである。
【０００３】
　このような観点から、水族館用水槽にも、最近には、照明用にＬＥＤなどの光半導体を
汎用する傾向にある。
【０００４】
　ここで、水族館用水槽に用いる照明は、通常の照明とは異なる次のような特徴がある。
【０００５】
　すなわち、水族館用水槽に用いる照明には、特定の種類の水草に適用する場合に非常に
多量の光が照射されるＬＥＤが必要であるため、通常の照明を取り付けて特定の種類の水
草を生育する場合には水草の生長に差し支えを与えてしまう。
【０００６】
　また、水族館用水槽に用いる照明の色相は、特定の魚種や珊瑚などに応じて照射される
光の波長や照度などを異ならせて適用しなければならない。
【０００７】
　すなわち、青色や紅色系の魚は、青色や紅色光のＬＥＤを用いると一段と引き立つとい
う効果があり、珊瑚類の場合には青色系の波長の光が有効である。
【０００８】
　しかしながら、既存の水族館用水槽に用いる照明は、製造社が任意で指定した２種類の
色相でしか製作されないが故にユーザーの選択肢が少なく、光の志向角の範囲や照度が固
定された場合がほとんどであるが故に上述したような様々な生育条件や設置環境に対応す
ることができないという問題がある。
【０００９】
　特に、既存の水族館用水槽に用いる照明は、単一の照明装置に固定されたアレイ構造の
ＬＥＤを有する場合がほとんどであるため、水族館の大きさが異なってくる場合には適用
し難いという問題があった。
【００１０】
　また、既存の水族館用水槽に用いる照明としては、水族館用水槽の大きさに応じてその
照度がそれぞれ暗いか、或いは、明るいものを用いたり、異なる色感の照明を用いたりす
るためにそれぞれ別々の製品を購入することを余儀なくされるという問題があった。
【００１１】
　特に、ＬＥＤの種類に応じてそれぞれの波長や色温度または集中度などが異なるため、
変化を与えようとしても、それが不可能である場合もあった。
【００１２】
　例えば、ＬＥＤの色温度が非常に高いため非常に明るいものを用いると、水族館の内部
の水の影が派手になる効果を演出することができて視認性には優れているとはいえ、この
ようなＬＥＤを照明として用いると、明る過ぎて他の条件、例えば、異なる色感を演出し
たり、暗くして感性照明を実現したりするなどの条件は諦めなければならないという限界
もあった。
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明は、上述した問題を改善するために案出されたものであり、水族館の大きさを問
わずに様々な設置条件に対応して取り付け易く、しかも、水族館の内部の生育環境に役立
つ水族館用ＬＥＤランプ装置を提供するためのものである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上述した目的を達成するために、本発明は、水族館の上端部の両側の周縁にそれぞれ着
脱自在に固定されるブラケットと、前記ブラケットにそれぞれ両端部が着脱自在に結合さ
れ、前記水族館の上端部の一方の周縁の前記ブラケットと前記水族館の上端部の他方の周
縁の前記ブラケットとの間の距離に対応して選択的に取り付け可能な一対の据置棒と、少
なくとも一つ以上のＬＥＤが実装される発光モジュールを有し、前記一対の据置棒に沿っ
て位置が調整可能なように着脱自在に結合される少なくとも一つ以上の照明アセンブリと
、を備えることを特徴とする水族館用ＬＥＤランプ装置を提供することができる。
【００１５】
　ここで、前記照明アセンブリは、透明または半透明な材質の光学カバーと、前記光学カ
バーが取り付けられ、前記光学カバーと対面する前記発光モジュールが収容されるハウジ
ングと、導体である前記一対の据置棒に着脱可能なように弾性変形を許容し、前記ハウジ
ングの底面の両側の周縁にそれぞれ少なくとも一つ以上設けられる締付けクランプと、を
備え、前記発光モジュールは、前記一対の据置棒と電気的に接続されることを特徴とする
。
【００１６】
　このとき、前記ハウジングは、前記ハウジングの底面の両側の周縁に沿って形成されて
前記締付けクランプと一直線の上に配置され、前記一対の据置棒のそれぞれが載置される
案内溝をさらに備えることを特徴とする。
【００１７】
　また、前記発光モジュールは、前記照明アセンブリに組み込まれ、前記ＬＥＤが実装さ
れる基板と、前記基板の片側または両側の周縁に設けられて前記ＬＥＤと電気的に接続さ
れ、導体である前記据置棒と電気的に接触して接続される接触端子と、を備えることを特
徴とする。
【００１８】
　さらに、前記発光モジュールは、前記照明アセンブリに組み込まれ、前記ＬＥＤが実装
される基板と、前記基板の片側または両側の周縁に設けられて前記ＬＥＤと電気的に接続
され、前記照明アセンブリと隣り合う照明アセンブリの発光モジュールを電気的に互いに
接続するための一対のコネクタと、を備えることを特徴とする。
【００１９】
　さらにまた、前記一対のコネクタは、前記基板の全ての周縁に沿って設けられることを
特徴とする。
【００２０】
　さらにまた、前記水族館用ＬＥＤランプ装置は、前記ブラケットに設けられて前記照明
アセンブリと電気的に接続され、前記ＬＥＤに電源を供給し、前記ＬＥＤの点灯及び消灯
を制御するコントローラと、前記一対の据置棒に沿って結合された複数の前記照明アセン
ブリのそれぞれに設けられ、複数の前記照明アセンブリのそれぞれの電源を前記コントロ
ーラから個別的に断続するオンオフスイッチと、をさらに備えることを特徴とする。
【００２１】
　これらに加えて、前記発光モジュールは、前記基板に実装されるブリッジダイオードを
有する無極性ブリッジ回路部をさらに備え、導体である前記一対の据置棒のうちの一方は
正極であり、且つ、他方は負極であることを特徴とする。
【発明の効果】
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【００２２】
　上述した構成を有する本発明によれば、次の効果を図ることができる。
【００２３】
　まず、本発明は、水族館に着脱されるブラケットに結合された一対の据置棒に沿って着
脱自在に結合される照明アセンブリを有する構造であることから、一対の据置棒の長さの
みが異なるものに取り替えてブラケットに着脱自在に結合すると、水族館の大きさを問わ
ずに様々な設置条件に対応して手軽に設置することが可能である。
【００２４】
　また、本発明は、一対の据置棒に沿って位置が調節可能なように結合される照明アセン
ブリを複数取り付ける場合、それぞれの照明アセンブリの電源をそれぞれ別々に供給した
りまたは遮断したりすることにより、照度が調節可能になり、照明アセンブリのそれぞれ
に取り付けられたＬＥＤの照度及び色感などを異ならせると、全体的に明るくしたり暗く
したりするか、または、様々な色感で感性照明を実現することができる。
【００２５】
　特に、本発明は、照明アセンブリのそれぞれに取り付けられたＬＥＤに異なる波長の光
を照射せしめることにより、特定の水草の生育環境に適した波長の光を照射せしめるなど
水族館の内部の生育環境に役立つ筈である。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の一実施形態による水族館用ＬＥＤランプ装置の全体的な構造を示す斜視
図である。
【図２】本発明の一実施形態による水族館用ＬＥＤランプ装置の主部ｄである照明アセン
ブリから光学カバーを取り外したハウジングが一対の据置棒に結合された部分を示す斜視
図である。
【図３】本発明の他の実施形態による水族館用ＬＥＤランプ装置の主部である照明アセン
ブリのうち発光モジュールの構造を示す斜視図である。
【図４】図３の発光モジュールが適用された照明アセンブリが連結されて据置棒に結合さ
れる状態を示す分解斜視図である。
【図５】図１のＡ部の拡大斜視図である。
【図６】図１のＢ視点から眺めたものであり、本発明の一実施形態による水族館用ＬＥＤ
ランプ装置の主部であるブラケットの構造を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本発明の利点及び特徴、並びにこれらを達成する方法は、添付図面と結び付けて詳細に
後述する実施形態を参照すれば、なお一層明らかになる筈である。
【００２８】
　しかしながら、本発明は、ここで説明される実施形態に何等限定されるものではなく、
他の形態に具体化可能である。
【００２９】
　むしろ、ここで紹介される実施形態は、開示された内容が徹底的且つ完全になるように
、且つ、当業者に本発明の思想を十分に伝えるために提供されるものである。
【００３０】
　図中、層及び領域の厚さは、明確さを図るために誇張されたものである。　
【００３１】
　上端、下端、上面、下面、または上部、下部などの用語は、構成要素における相対的な
位置を区別するために用いられるものある。
【００３２】
　例えば、説明し易さのために、図中の上側を上部とし、図中の下側を下部とした場合、
実際には、本発明の権利範囲から逸脱しない範囲内において、上部は下部と命名されても
よく、下部は上部と命名されてもよい。
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【００３３】
　本出願において用いた用語は、単に特定の実施形態を説明するために用いられたもので
あり、本発明を限定しようとする意図はない。
【００３４】
　単数の表現は、文脈からみて、明らかに別の意味を有さない限り、複数の表現を含む。
【００３５】
　本出願において、「備える」または「有する」などの用語は、明細書に記載の特徴、数
字、段階、動作、構成要素、部分品またはこれらを組み合わせたものが存在することを指
し示すためのものに過ぎず、一つまたはそれ以上の異なる特徴や数字、段階、動作、構成
要素、部分品またはこれらを組み合わせたものの存在または付加可能性を予め排除しない
ものであると理解されなければならない。
【００３６】
　別途に断りのない限り、技術的または科学的な用語をはじめとしてここで用いられるあ
らゆる用語は、本発明が属する技術分野において通常の知識を有する者により一般的に理
解されるものと同じ意味を有する。
【００３７】
　一般的に用いられる、辞書に定義されているような用語は、関連技術の文脈上有する意
味と一致する意味を有するものと解釈されなければならず、本出願において明らかに定義
しない限り、理想的または過度に形式的な意味として解釈されない。
【００３８】
　以下、添付図面に基づき、本発明の好適な実施形態について詳述する。
【００３９】
　参考までに、図１は、本発明の一実施形態による水族館用ＬＥＤランプ装置の全体的な
構造を示す斜視図であり、図２は、本発明の一実施形態による水族館用ＬＥＤランプ装置
の主部である照明アセンブリから光学カバーを取り外したハウジングが一対の据置棒に結
合された部分を示す斜視図である。
【００４０】
　また、図３は、本発明の他の実施形態による水族館用ＬＥＤランプ装置の主部である照
明アセンブリのうち発光モジュールの構造を示す斜視図であり、図４は、図３の発光モジ
ュールが適用された照明アセンブリが連結されて据置棒に結合される状態を示す分解斜視
図である。
【００４１】
　さらに、図５は、図１のＡ部の拡大斜視図であり、図６は、図１のＢ視点から眺めたも
のであり、本発明の一実施形態による水族館用ＬＥＤランプ装置の主部であるブラケット
の構造を示す斜視図である。
【００４２】
　本発明は、同図に示すように、ブラケット１００、１００に据置棒２００、２００の両
端部が結合されるが、照明アセンブリ３００は、据置棒２００、２００に着脱自在に結合
される構造であることが推察可能である。
【００４３】
　ブラケット１００、１００は、水族館９００の上端部の両側の周縁にそれぞれ着脱自在
に固定されるものであり、後述する据置棒２００、２００が取り付けられる空間及び面積
を提供する。
【００４４】
　据置棒２００、２００は、ブラケット１００、１００にそれぞれ両端部が着脱自在に結
合され、水族館９００の上端部の一方の周縁のブラケット１００、１００と水族館９００
の上端部の他方の周縁のブラケット１００、１００との間の距離に対応して選択的に取り
付け可能な一対の部材である。
【００４５】
　据置棒２００、２００は、水族館９００の幅ｗに合うように適切な長さを有するものを
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選んで取り付けてもよい。
【００４６】
　照明アセンブリ３００は、少なくとも一つ以上のＬＥＤ３０１が実装される発光モジュ
ール３１０を備え、一対の据置棒２００、２００に沿って少なくとも一つ以上位置が調整
可能なように着脱自在に結合されるものである。
【００４７】
　このため、本発明は、一対の据置棒２００、２００の長さのみが異なるものに取り替え
てブラケット１００、１００に着脱自在に結合すると、水族館９００の大きさを問わずに
様々な設置条件に対応して手軽に設置することができる。
【００４８】
　本発明は、上述した実施形態が適用可能であり、次のような様々な実施形態も適用可能
であるということはいうまでもない。
【００４９】
　ブラケット１００、１００は、上述したように、一対の据置棒２００、２００が着脱自
在に結合される空間及び面積を提供するためものであり、図示の如く、ブラケット本体１
００と、第１の片１２１及び第２の片１２２を備える構造であることが分かる。
【００５０】
　ブラケット本体１１０は、水族館９００の両側の外壁と対面し、上端部に一対の据置棒
２００、２００が着脱自在に結合される部分である。
【００５１】
　第１の片１２１は、ブラケット本体１１０から延び、底面が水族館９００の上端部の周
縁に接触されるものであり、第２の片１２２は、第１の片１２１の端部から延び、水族館
９００の両側の内壁と対面するものである。
【００５２】
　このため、第１の片１２１が水族館９００の上端部の周縁に接触され、第２の片１２２
はブラケット本体１１０が水族館９００に固定された状態を維持して離脱されないように
する。
【００５３】
　一方、照明アセンブリ３００は、上述したように、一対の据置棒２００、２００に沿っ
て位置が調整可能なように設けられ、光源としての機能を行うためのものであり、大きく
、光学カバー３２０と、発光モジュール３１０が収容されるハウジング３３０と、締付け
クランプ３４０と、を備える構造であることが推察可能である。
【００５４】
　光学カバー３２０は、透明または半透明な材質のものであり、発光モジュール３１０を
外部の衝撃や異物から保護するためのものであり、ハウジング３３０は、光学カバー３２
０が取り付けられ、光学カバー３２０と対面する発光モジュール３１０が収容される空間
を形成したものである。
【００５５】
　締付けクランプ３４０は、導体である一対の据置棒２００、２００に着脱可能なように
弾性変形を許容し、ハウジング３３０の底面の両側の周縁にそれぞれ少なくとも一つ以上
設けられるものである。
【００５６】
　ここで、締付けクランプ３４０は、ハウジング３３０の底面の両側の周縁に形成された
切欠き部３４１に形成されて弾性変形を許容可能なようにすることが好ましい。
【００５７】
　このとき、発光モジュール３１０は、図１及び図２に示すように、導体である一対の据
置棒２００、２００と電気的に接続される構造の実施形態を適用することができる。
【００５８】
　一対の据置棒２００、２００が導体になるためには、一般家庭用ＡＣは感電事故などの
虞があるため使えないため、ＤＣ １２Ｖであって、人体に無害な電流電圧を用いた場合
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に限って導体としての据置棒２００、２００を用いることができる筈である。
【００５９】
　また、ハウジング３３０は、円滑に位置が調整可能なように、ハウジング３３０の底面
の両側の周縁に沿って形成されて締付けクランプ３４０と一直線の上に配置され、一対の
据置棒２００、２００のそれぞれが載置される案内溝３５０をさらに備えることが好まし
い。
【００６０】
　本発明においては、締付けクランプ３４０及び案内溝３５０が両側の周縁に形成された
場合を開示しているが、必ずしもこのような構造に限定されるものではなく、ハウジング
３３０を正方形の一面を有する構造に製作したとき、全体の周縁に沿って締付けクランプ
３４０及び案内溝３５０が形成されるようにして方向性を考慮せずとも締め付けて通電可
能なようにしてもよい。
【００６１】
　また、照明アセンブリ３００は、ハウジング３３０と基板３１１の背面との間に配置さ
れて基板３１１から放射される熱を排出するためのヒートシンク（以下、図示せず）をさ
らに備える構造の実施形態を適用してもよいということはいうまでもない。
【００６２】
　一方、発光モジュール３１０は、図２に示すように、ハウジング３３０に組み込まれ、
ＬＥＤ３０１が実装される基板３１１と、基板３１１の片側または両側の周縁に設けられ
るＬＥＤ３０１と電気的に接続され、導体である据置棒２００、２００と電気的に接触し
て接続される接触端子３１２と、を備える構造であることが分かる。
【００６３】
　ここで、基板３１１としては、プリント回路基板（ｐｒｉｎｔｉｅｄ ｃｉｒｃｕｉｔ 
ｂｏａｒｄ；ＰＣＢ）またはプリント配線基板（ｐｒｉｎｔｅｄ ｗｉｒｉｎｇ ｂｏａｒ
ｄ；ＰＷＢ）などを用いることができる。
【００６４】
　このとき、接触端子３１２は、導体である据置棒２００、２００と通電されるように導
体からなることが好ましく、ＬＥＤ３０１と電気的に接続され、基板に固定される固定片
３１２ａと、固定片３１２ａから据置棒２００に向かって延びる延長片３１２ｂと、延長
片３１２ｂの端部から延びて据置棒２００の外周面の一部と接触される接触片３１２ｃと
、を備える実施形態を適用することができる。
【００６５】
　また、発光モジュール３１０は、基板３１１に実装されるブリッジダイオードを有する
無極性ブリッジ回路部３１４をさらに備えることが好ましい。
【００６６】
　無極性ブリッジ回路部３１４は、導体である一対の据置棒２００、２００のうちの一方
は正極であり、他方は負極であるとしたとき、たとえ極性を考慮せずに任意の方向にハウ
ジング３３０を据置棒２００、２００に着脱自在に結合して通電させても、正常的に発光
モジュール３１０が作動されるようにするための安全装置として働く。
【００６７】
　さらに、発光モジュール３１０は、図３に示すように、照明アセンブリ３００に組み込
まれ、ＬＥＤ３０１が実装される基板３１１と、基板３１１の片側または両側の周縁に設
けられるＬＥＤ３０１と電気的に接続され、照明アセンブリ３００と隣り合う照明アセン
ブリ３００の発光モジュール３１０を電気的に互いに接続するための一対のコネクタ３１
３、３１３と、を備える構造の実施形態を適用することもできる。
【００６８】
　ここで、一対の据置棒２００、２００は、不導体であり、電気的な接続は、コネクタ３
１３、３１３によって行われるようにする。
【００６９】
　このとき、一対のコネクタ３１３、３１３は、図３（ａ）に示すように、一方の周縁に
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形成されるようにしてもよく、図３（ｂ）に示すように、両側の周縁に形成されるように
してもよく、特に図示はしないが、基板３１１の全体の周縁に沿って設けられるようにす
ることにより、隣り合う照明アセンブリ３００の発光モジュール３１０と互いに電気的に
接続されるようにしてもよい。
【００７０】
　一方、本発明の一実施形態による水族館用ＬＥＤランプ装置は、水族館９００の上端部
の一方または他方の周縁に配置されたブラケット１００、１００に設けられ、導体である
一対の据置棒２００、２００及び照明アセンブリ３００と電気的に接続され、ＬＥＤ３０
１の点灯及び消灯を制御するコントローラ（以下、図示せず）をさらに備えていてもよい
。
【００７１】
　また、本発明は、図４に示すように、一対の据置棒２００、２００に沿って結合された
複数の照明アセンブリ３００のそれぞれに設けられ、複数の照明アセンブリ３００のそれ
ぞれの電源をコントローラからそれぞれ別々に断続するオンオフスイッチ３６０をさらに
備えることが好ましい。
【００７２】
　参考までに、図４に点線にて示すものは、複数の発光モジュール３１０のうちの一つの
発光モジュール３１０に設けられたコネクタ３１３、３１３と隣り合う発光モジュール３
１０に設けられたコネクタ３１３、３１３同士の電気的な接続関係を示すものである。
【００７３】
　このため、照明アセンブリ３００は、一対の据置棒２００、２００に沿って位置が調節
可能なように複数取り付けられる場合、それぞれの照明アセンブリ３００の電源をそれぞ
れ別々に供給したり遮断したりすることにより、照度が調節可能になる。
【００７４】
　さらに、照明アセンブリ３００のそれぞれに取り付けられたＬＥＤ３０１の照度及び色
感などを異ならせると、全体的に明るくしたり暗くしたりするか、または、様々な色感で
感性照明を実現することができる。
【００７５】
　特に、照明アセンブリ３００のそれぞれに取り付けられたＬＥＤ３０１に異なる波長の
光を照射せしめる場合、特定の水草の生育環境に適した波長の光を照射せしめるなど水族
館の内部の生育環境に役立つ筈である。
【００７６】
　一方、ブラケット１００、１００は、ブラケット本体１１０の上端部に貫通されて一対
の据置棒２００、２００がそれぞれ結合される一対の係合孔１１１、１１１（以下、図５
参照）とともに、係合孔１１１、１１１の内周面と一対の据置棒２００、２００のそれぞ
れの外周面との間に配置されて気密を維持するオーリング（以下、図示せず）をさらに備
えていてもよい。
【００７７】
　ここで、係合孔１１１、１１１の端部には、ブラケット本体１１０の内面に向かって段
差が付くように形成される係合段差１１２が形成され、ブラケット本体１１０の下端部に
向かって係合段差１１２から切り欠かれて形成されるスロット１１３がさらに形成される
。
【００７８】
　このとき、導体である一対の据置棒２００、２００のそれぞれは、係合段差１１２と一
対の据置棒２００、２００のそれぞれの外周面との間に配置されてスロット１１３を介し
てブラケット本体１１０に設けられたコントローラと電気的に接続されるようにする電源
接続片２１０をさらに備えていてもよい。
【００７９】
　また、電源接続片２１０は、同図に示すように、一対の据置棒２００、２００のそれぞ
れの外周面の一部を取り囲む接触部２１１と、接触部２１１の端部から延びてスロット１
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１３を介して露出され、コントローラとケーブル（以下、図示せず）により連結される繋
ぎ部２１２と、を備える。
【００８０】
　さらに、ブラケット１００、１００の一方には、ユーザーがコントローラの操作を手軽
に且つ直観的に把握して行うようにコントロールスイッチ１０１（以下、図６参照）がさ
らに配設されてもよい。
【００８１】
　コントロールスイッチ１０１は、オンオフ方式やダイヤル方式の調光が制御可能なよう
にするなど様々な応用及び変形が可能である。
【００８２】
　以上述べたように、本発明は、水族館の大きさを問わずに様々な設置条件に対応して取
り付け易く、しかも、水族館の内部の生育環境に役立つ水族館用ＬＥＤランプ装置を提供
することを基本的な技術的思想としていることが分かる。
【００８３】
　また、本発明の基本的な技術的思想の範囲内において当業界における通常の知識を有す
る者であれば、多種多様な変形及び応用が行えるということはいうまでもない。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】
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